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イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン

でくれたせいくにつ
いて考

かんが

えました。慈
じ

愛
あい

は親
しん

切
せつ

であ
る。イエス・キリストは，人

ひと

に親
しん

切
せつ

にするよう
デイブに望

のぞ

んでおられます。そうするのが正
ただ

しいから
です。
デイブは立

た

ち上
あ

がり，少
しょう

年
ねん

たちと向
む

き合
あ

いました。「ホセをか
らかうのをやめなよ。かばんを返

かえ

してあげて。」
「何

なん

できみが出
で

てくるんだよ」と，ホアキンが言
い

いました。
「どうしてそんなにホセに意

い

地
じ

悪
わる

するの？ 何
なに

も悪
わる

いことをし
ていないよ」と，デイブは言

い

いました。そして深
しん

呼
こ

吸
きゅう

しました。
「イエス様

さま

はぼくたちみんなを愛
あい

しておられ，人
ひと

に親
しん

切
せつ

にするよ
う望

のぞ

んでおられるんだ。お願
ねが

いだからホセをからかうのをやめ
てよ。いじめは間

ま

違
ちが

っているよ。もし続
つづ

けるなら，フリーダ先
せん

生
せい

をよんでくる。」
アントニオは自

じ

分
ぶん

のくつに目
め

を落
お

としました。そしてホセに
かばんを返

かえ

し，「ごめんね 」と，もごもごと言
い

いました。アント
ニオとホアキンは自

じ

分
ぶん

たちの席
せき

にもどりました。
「ありがとう」と，ホセは言

い

いました。
デイブはホセのかたをたたきました。「これでぼくたちは友

とも

達
だち

だね。」
ホセはにっこりしました。

家
いえ

で，デイブはその
出
で

来
き

事
ごと

を家
か

族
ぞく

に話
はな

しました。
「簡

かん

単
たん

なことではなかったけれども，正
ただ

し
いことをしたね 」と，お父

とう

さんが言
い

いました。
「親

しん

切
せつ

にできたあなたをほこりに思
おも

うわ」と，お母
かあ

さん
も言

い

いました。
次
つぎ

の日
ひ

，お母
かあ

さんとお弁
べん

当
とう

を作
つく

っているとき，デイブがたずね
ました。「サンドイッチを二

ふた

つ作
つく

ってもいい？」
「どうして？そんなにおなかが空

す

くの？」と，お母
かあ

さんがたず
ねました。

デイブは笑
わら

いました。「ちがうよ，でも昨
き の う

日，ホセがお弁
べん

当
とう

を
持
も

っていないのに気
き

がついたんだよ。ぼくのを分
わ

けてあげたい
んだ。」
「それはすばらしい考

かんが

えね！」お母
かあ

さんがもっとパンを出
だ

して
くれ，デイブはもう一

ひと

つサンドイッチを作
つく

りました。
お昼

ひる

休
やす

み，デイブとホセは一
いっ

緒
しょ

にすわってサンドイッチを食
た

べ
ました。ホセをいじめていた子

こ

たちを止
と

めるには，勇
ゆう

気
き

が必
ひつ

要
よう

でした。でも，デイブは新
あたら

しくできた友
とも

達
だち

のことが大
だい

好
す

きです
し，親

しん

切
せつ

にすることを選
えら

んだことを天
てん

のお父
とう

様
さま

がよろこんでくだ
さっているのを知

し

っていました。●

ました。デイブは大
だい

学
がく

イモと冷
つめ

たいジュースを買
か

い，友
とも

達
だち

とす
わって話

はな

し始
はじ

めました。
すると，となりのテーブルの子

こ

供
ども

たちの声
こえ

が聞
き

こえてきまし
た。二

ふた

人
り

の男
おとこ

の子
こ

が，ホセという名
な

前
まえ

の新
あたら

しく来
き

た男
おとこ

の子
こ

をか
らかっています。ホセは年

ねん

齢
れい

のわりに小
ちい

さいですが，人
ひと

に親
しん

切
せつ

で，授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

も熱
ねっ

心
しん

でした。ほかの男
おとこ

の子
こ

たちは昼
ちゅう

食
しょく

を取
と

ってい
ましたが，ホセは食

た

べていませんでした。
「きみは何

なん

でそんなに小
ちい

さいの？ 家
いえ

に食
た

べ物
もの

がないのかな？」
と，アントニオが言

い

いました。
デイブが少

しょう

年
ねん

たちの方
ほう

を向
む

くと，ちょうどホアキンがホセの
かばんを取

と

ってアントニオに投
な

げるところでした。ホセはかば
んを取

と

りもどそうと，アントニオを追
お

いかけました。
「お願

ねが

いだからかばんを返
かえ

して」と，ホセは言
い

いました。
でもアントニオとホアキンは聞

き

きません。「きみのかばんは
すごく古

ふる

くてカッコ悪
わる

いなあ！」と，ホアキンが言
い

いました。
デイブはこれらの意

い

地
じ

悪
わる

な言
こと

葉
ば

をすべて聞
き

いていましたが，
ホセを助

たす

けるのはきんちょうしました。ほかの子
こ

供
ども

たちにどう
思
おも

われるでしょうか。ホアキンとアントニオは自
じ

分
ぶん

のこ
ともからかうでしょうか。

そのとき，朝
あさ

お母
かあ

さんが読
よ

ん

アレリー・コロネル・カミタン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はフィリピンでの出
で

来
き

事
ごと

です。

デイブはお母
かあ

さんが寝
しん

室
しつ

のドアをノックするのが聞
き

こえま
した。起

お

きる時
じ

間
かん

です。ベッドから転
ころ

がり出
で

て，顔
かお

をあら
いました。それから，リビングにいるお母

かあ

さんとお父
とう

さん，きょ
うだいたちのところへ行

い

きました。
「おはよう」と，お母

かあ

さんが言
い

いました。デイブはねむそうに
ほほえみました。家

か

族
ぞく

はひざまずき，一
いち

日
にち

を始
はじ

めるためにお父
とう

さんがいのりました。
「今

け

朝
さ

はすばらしいせいくを分
わ

かち合
あ

いたいの」と，お母
かあ

さんが
言
い

って，モルモン書
しょ

を開
ひら

きました。「モロナイ書
しょ

7 章
しょう

45 節
せつ

よ。
『慈

じ

愛
あい

は長
なが

くたえしのび，親
しん

切
せつ

であり……。』」
デイブは学

がっ

校
こう

に行
い

くじゅんびをしながら，そのせいくについ
て考
かんが

えました。ドアを出
で

る前
まえ

に，おいのりをしました。「今
き ょ う

日，
ぼくが親

しん

切
せつ

にできるよう助
たす

けてください」といのりました。
授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

，デイブは勉
べん

強
きょう

をしながら良
よ

い気
き

持
も

ちですごしまし
た。新

あたら

しい単
たん

語
ご

のつづりを教
おし

えるフリーダ先
せん

生
せい

に，
注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く耳
みみ

をかたむけました。
じきにお昼

ひる

休
やす

みになり

お昼
ひ る

休
や す

みの親
し ん

切
せ つ

Extra line ほかの男
おとこ

の子
こ

たちはデイブのこともからかうでしょうか。


